
（ 燃料電池発電設備）  

第８ 条の３  屋内に設ける 燃料電池発電設備（ 固体高分子型燃料電池、 リ ン 酸型燃料電池、 溶融炭

酸塩型燃料電池又は固体酸化物型燃料電池によ る 発電設備であつて火を 使用する も のに限る 。第

３ 項及び第５ 項、 第９ 条、 第９ 条の２ 並びに第 5 6 条第１ 項第 1 1 号において同じ 。） の位置、

構造及び管理の基準については、 第３ 条第１ 項第２ 号、 第４ 号、 第５ 号、 第７ 号、 第９ 号、 第

1 7 号（ ウ 、 ス 及びセを 除く 。）、 第 1 8 号及び第 1 8 号の３ 並びに第２ 項第１ 号、 第 1 2 条第１ 項

（ 第７ 号を 除く 。） 並びに第 1 3 条第１ 項（ 第２ 号を 除く 。） の規定を 準用する 。（ ほ）（ め）（ を ） 

２  前項の規定にかかわら ず、 屋内に設ける 燃料電池発電設備（ 固体高分子型燃料電池又は固体酸

化物型燃料電池によ る 発電設備であつて火を 使用する も のに限る 。以下こ の項及び第４ 項におい

て同じ 。） であつて出力 1 0 キロ ワ ッ ト 未満のも ののう ち、 改質器の温度が過度に上昇し 、 若し

く は低下し た場合又は外箱の換気装置に異常が生じ た場合に自動的に燃料電池発電設備を 停止

でき る 装置を 設けたも のの位置、構造及び管理の基準については、第３ 条第１ 項第２ 号、第４ 号、

第５ 号、 第７ 号、 第９ 号、 第 1 7 号（ ウ 、 ス 及びセを 除く 。）、 第 1 8 号及び第 1 8 号の３ 並びに

第２ 項第１ 号及び第４ 号、 第 1 2 条第１ 項第１ 号、 第２ 号、 第４ 号、 第８ 号及び第 1 0 号並びに

第 1 3 条第１ 項第３ 号及び第４ 号の規定を 準用する 。（ ほ）（ め）  

３  屋外に設ける 燃料電池発電設備の位置、構造及び管理の基準については、第３ 条第１ 項第２ 号、

第４ 号、 第５ 号、 第７ 号、 第９ 号、 第 1 0 号、 第 1 7 号（ ウ 、 ス 及びセを 除く 。）、 第 1 8 号及び

第 1 8 号の３ 並びに第２ 項第１ 号、 第 1 2 条第１ 項第３ 号の２ 、 第５ 号、 第６ 号及び第８ 号から

第 1 0 号ま で並びに第２ 項並びに第 1 3 条第１ 項（ 第２ 号を 除く 。） の規定を 準用する 。（ ほ）  

４  前項の規定にかかわら ず、屋外に設ける 燃料電池発電設備であつて出力 1 0 キロ ワ ッ ト 未満の

も ののう ち、 改質器の温度が過度に上昇し 、 若し く は低下し た場合又は外箱の換気装置に異常が

生じ た場合に自動的に燃料電池発電設備を 停止でき る 装置を 設けたも のの位置、構造及び管理の

基準については、 第３ 条第１ 項第２ 号、 第４ 号、 第５ 号、 第７ 号、 第９ 号、 第 1 0 号、 第 1 7 号

（ ウ 、 ス 及びセを 除く 。）、 第 1 8 号及び第 1 8 号の３ 並びに第２ 項第１ 号及び第４ 号、 第 1 2 条

第１ 項第８ 号及び第 1 0 号並びに第 1 3 条第１ 項第３ 号及び第４ 号の規定を 準用する 。（ ほ）  

５  前各項に規定する も ののほか、 燃料電池発電設備の構造の基準については、 発電用火力設備に

関する 技術基準を 定める 省令（ 平成９ 年通商産業省令第 5 1 号） 第 3 0 条及び第 3 4 条の規定並

びに電気設備に関する 技術基準を 定める 省令（ 平成９ 年通商産業省令第 5 2 号） 第 4 4 条の規定

を 準用する 。（ ほ）  

 

条則 

（ 変電設備等の防火上支障のない措置）  

第５ 条 条例第 1 2 条第１ 項第３ 号ただし 書に掲げる 防火上支障のない措置を 講じ た場合( 条例第

８ 条の３ 第１ 項、 第 1 3 条第２ 項及び第 1 4 条第２ 項において準用する 場合を 含む。 )と は、 次の

各号のいずれかに該当する 場合と する 。（ と ）  

 ⑴ 変電設備、 燃料電池発電設備、 内燃機関を 原動力と する 発電設備又は蓄電池設備( 以下こ の



項において「 変電設備等」 と いう 。 ) のある 室の床を 不燃材料で造り 、 壁、 柱及び天井の室内

に面する 部分を 不燃材料で覆う と と も に、 窓及び出入口に防火戸を 設け、 かつ、 変電設備等と

こ れら に面する 部分と の間に１ メ ート ル以上の距離がある と き 。（ と ）  

 ⑵ 変電設備等のあ る 室内に不活性ガス 消火設備又はハロ ゲン 化物消火設備が令第 1 6 条若し く

は第 1 7 条に定める 技術上の基準に従い、 又は当該技術上の基準の例によ り 設置さ れている と

き 。  

２  条例第 1 2 条第１ 項第９ 号の定めによ る 点検、 試験又は補修の結果の記録( 条例第８ 条の３ 第

１ 項及び第３ 項、 第 1 2 条第３ 項、 第 1 2 条の２ 第２ 項、 第 1 3 条第２ 項及び第３ 項、 第 1 4 条

第２ 項及び第４ 項、 第 1 5 条第２ 項、 第 1 6 条第２ 項並びに第 1 7 条第２ 項において準用する 場

合を 含む。 ) は、 記録表によ り 行い２ 年間保存し なければなら ない。（ あ）（ え）（ か）（ け）（ し ）

（ せ）（ と ）（ ぬ）  

 

( 標識等) （ 抜粋）  

第 1 6 条 条例第 1 2 条第１ 項第５ 号( 条例第８ 条の３ 第１ 項及び第３ 項、 第 1 2 条第３ 項、 第 1 2

条の２ 第２ 項、 第 1 3 条第２ 項及び第３ 項並びに第 1 4 条第２ 項及び第４ 項において準用する 場

合を 含む。 ) 、 第 1 8 条第３ 号、 第 2 4 条第２ 項及び第４ 項及び第５ 項ただし 書及び第５ 号ただし

書、 第 2 9 条第６ 項並びに第 5 1 条第４ 号並びに第９ 条第５ 号に規定する 標識及び表示板は、 別

表第４ の各項に掲げる 区分に応じ 、それぞれ当該各項の右欄に定める 大き さ 及び色によ る も のと

する 。（ つ）（ と ）（ ぬ）  

２   （ 略）                     （ と ）  

３   （ 略）      （ あ）（ え）（ お）（ か）（ く ）（ け）（ と ）  

 

別表第４ （ 抜粋）（ あ）（ え）（ か）（ く ）（ と ）（ ぬ）  

標識及び表示板 

大き さ 及び色 

大き さ  色 

幅 

ｾﾝﾁﾒ ﾄーﾙ 

長さ  

ｾﾝﾁﾒ ﾄーﾙ 
地 文字又は表示 

変電設備、 燃料電池発電設備、 急速充

電設備、 内燃機関を 原動力と する 発電

設備又は蓄電池設備であ る 旨を 表示し

た標識 

1 5 以上 3 0 以上 白 黒 

 

 

    

 

 

 



【 解説】  

 本条は、 燃料電池発電設備のう ち、 固体高分子型燃料電池、 リ ン 酸型燃料電池、 溶融炭酸塩型燃料

電池及び固体酸化物型燃料電池によ る 発電設備であっ て火を 使用する も のについて、位置、構造及び

管理の基準を 定めたも のである 。  

 火を 使用する も のと は、燃料電池発電設備の中で、発電に必要な水素を 作る 改質器部分にバーナー

を 有し ている ためであ る 。  

 

１  １ 項 

  燃料電池の内部において、発電に必要な水素を 作る 改質器部分にバーナー等の火を 使用する も の

を 燃料電池発電設備と 位置付け、 火を 使用する 設備と し て、 条例第３ 条（ 炉） の他、 第 1 2 条（ 変

電設備） 及び第 1 3 条（ 内燃機関を 原動力と する 発電設備） に係る 規定のう ち、 燃料電池発電設備

に必要な事項を 準用する こ と と し たも のである 。  

具体的には、 可燃物の落下、 接触防止に関する 事項（ 第３ 条第１ 項第２ 号）、 燃料に必要な空気

及び換気に関する 事項（ 同項第５ 号） 及び排気筒の構造に関する 事項（ 第 1 3 条第１ 項第３ 号） 等

を 準用し ている 。  

  なお、 本条の基準における 準用する 規定は、 別表のと おり と なっ ている 。  

 

２  ２ 項  

一般家庭等に設置が見込ま れる 、出力 1 0 キロ ワ ッ ト 未満の固体高分子型燃料電池発電設備及び

固体酸化物型燃料電池については、 安全装置等のほか、 改質器の温度が過度に上昇し た場合若し く

は過度に低下し た 場合又は換気装置が異常と なっ た場合にも 非常停止装置を 作動さ せる こ と によ

り 火災発生の危険性が低く なり 、 ま た、 小規模なも のは内在する 可燃物量が少なく 火災が発生し た

場合の影響が小さ いため、 不燃区画さ れた室内への設置等を 要し ないこ と と し たも のである 。  

 

３  ３ 項  

屋外に設ける 燃料電池発電設備の位置、 構造、 及び管理の基準については、 条例第３ 条（ 炉） の

他、 第 1 2 条（ 変電設備） 及び第 1 3 条（ 内燃機関を 原動力と する 発電設備） に係る 規定のう ち、

燃料電池発電設備に必要な事項を 準用する 。  

 

４  ４ 項 

  屋外に設ける 燃料電池発電設備で出力 1 0 キロ ワ ッ ト 未満のも ののう ち改質器の温度又は換気

装置が異常と なっ た場合にも 非常停止装置を 設けたも のの位置、構造、及び管理の基準については、

条例第３ 条（ 炉） の他、 第 1 2 条（ 変電設備） 及び第 1 3 条（ 内燃機関を 原動力と する 発電設備）

に係る 規定のう ち、燃料電池発電設備に必要な事項を 準用し 、屋外において建築物から ３ メ ート ル

以上の距離を 保有する こ と を 要し ないこ と と し た。  



５  ５ 項 

燃料電池発電設備の特性上必要と なる 安全装置等については、「 発電用火力設備に関する 技術を

定める 省令」（ 平成９ 年３ 月 2 7 日通商産業省令第 5 1 号） 第 3 0 条の燃料電池設備の材料、 第 3 4

条の非常停止装置及び「 電気設備に関する 技術基準を 定める 省令」（ 平成９ 年３ 月 2 7 日通商産業

省令第 5 2 号） 第 4 4 条の発変電設備等の損傷によ る 供給支障の防止に係る 規定の例によ る こ と と

さ れている 。  

 



燃料電池発電設備（ 第８ 条の３ ） の基準〔 準用規定〕 一覧表 
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第
 
項 

屋
内
設
置 

・ 固体高分子型 

・ リ ン 酸型 

・ 溶融炭酸塩型 

・ 固体酸化物型 

（ 火を 使用する も の

に限る ）  

● ● ● ● ● ●  ● ● ● ●  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  ● ● ●   

第
 
項 

屋
内
設
置 

固体高分子型又は固

体酸化物型（ 火を 使用

する も のに限る ） で出

力 1 0 Kw 未満のも の

のう ち、異常時の自動

停止装置付 

● ● ● ● ● ●  ● ● ● ● ● ● ●    ●   ●  ●   ● ●  

第
 
項 

屋
外
設
置 

・ 固体高分子型 

・ リ ン 酸型 

・ 溶融炭酸塩型 

・ 固体酸化物型 

（ 火を 使用する も の

に限る ）  

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●     ●   ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

第
 
項 

屋
外
設
置 

固体高分子型又は固

体酸化物型（ 火を 使用

する も のに限る ） で出

力 1 0 Kw 未満のも の

のう ち、異常時の自動

停止装置付 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●         ●  ●   ● ●  

 


